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第５８回「水道週間（６月１日～７日）」に伴う各種行事について 

 

 

１ 「水道週間」小学生、中学生のポスター展示 

県庁１９階展示コーナー 

   展示期間：５月２８日(土)から６月７日(火)まで 

   展示総数：４２点（入賞作品） 

 

   ・応募総数２３４点 うち、入賞作品数４２点 

・入賞作品内訳 最優秀２点、優秀４点、佳作１０点、入選２６点 

・入賞者は別添名簿のとおり 

 

 

２ 「水道週間」水を考える子どものつどい 

  １）場 所：いしかわ子ども交流センター 

  ２）日 時：６月５日(日) 午前１０時から 

  ３）内 容：工作教室（水てっぽう作りなど) 

                映写会 ビデオ「生活と水」（繰返し上映） 

 

 

３ 石川県手取川水道事務所「鶴来浄水場の一般開放」 

  １）場 所：石川県白山市白山町３３６ 

  ２）日 時：６月５日(日) 午前 ９時３０分から午後４時まで 

   ３）内 容：県営鶴来浄水場の一般開放 

水道に関する水の実験やろ過の仕組み実験 

浄水工程のビデオ上映 等（詳細は別添のとおり） 



第 58回「水道週間」実施要領  

 

１  名   称  第 58回「水道週間」  

 

２  標   語  「じゃ口から  安心とどけ  未来まで」  

 

３  期   間  平成 28年 6月 1日（水）～ 6月 7日（火）  

 

４  実施機関  

 （１）主  催  厚生労働省、石川県、市町  

 （２）協  賛  （公社）日本水道協会、全国簡易水道協議会  

 

５  実施目標   

我が国の水道は、今やほとんどの県民が利用できるまでに普及し

ており、健康で文化的な国民生活や様々な社会経済活動を支える必

要不可欠な生活基盤施設として、重要な役割を果たしているところ

である。  

 

一方、総人口が減少に転じ、給水収益は減少し、水道事業の運営、

経営が厳しくなってきているなか、老朽化した施設の更新、地震等

の災害対策の推進、安全・快適な水の供給確保等に関する取り組み

が求められている。  

このため、国が平成 25年 3月にこれまでの「水道ビジョン」を全面

的に見直した「新水道ビジョン」を策定し、安全、強靱、持続を柱

に、水道の理想像、取り組みの方向性や実現方策、関係者の役割分

担を提示した。これを踏まえ、安全で良質な水を安定的に供給でき

る、より質の高い、県民に信頼される水道の構築とともに、給水装

置に関する制度の円滑な実施等を推進していく必要がある。  

また、災害発生時においても基本的な水道サービスの維持確保を

確実にするため、水道施設・管路の耐震化の促進に向けた取組みの

推進をしているところである。  

こうした状況を踏まえ、水道について更に県民の理解を深め、も

って水道事業の今後の発展に資するため、「水道週間」を設け、関

係者が連携して広報活動等の運動を重点的に実施することとする。  

 



６  実施内容  

 (1) 厚生労働省  

報道機関等への情報資料の提供等による広報活動並びにこの

運動の資料（ポスター、小冊子等）作成と配布  

 (2) 県  

ア  広報活動  

(ア ) ポスターの募集  

県内の小学生（５、６年生）、中学生（全学年）から水道

週間にちなんだポスターを別添「ポスター募集要領」により

募集し、優秀作品を表彰するとともに、応募作品を展示する。 

・５月２８日（土）～６月７日（火）  

県庁行政庁舎１９階  

    (イ ) 映画の上映  

・６月５日（日）    いしかわ子ども交流センター  

    (ウ ) 水の工作教室  

・６月５日（日）     いしかわ子ども交流センター  

       (エ）浄水場の一日開放  

・６月５日（日）     手取川水道事務所  

       (オ）水道に関する水の実験  

・６月５日（日）     手取川水道事務所  

イ  保健所を中心とした水道及び簡易専用水道等の衛生確保に関

する広報活動  

 (3) 市町  

ア  広報誌、回覧板等による広報活動を実施する。  

イ  水道施設（水源、貯水池、浄水場等）の見学会を開催する。  

ウ  週間中、水道に関する相談日を開設し、給水装置検査を実施

する等、管理上の問題点を提示し、利用者に対し水道について

の理解と関心を高める。  

エ  水道未加入世帯に対する給水申込みを奨励する。  
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